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【社名】 株式会社ヘルステック研究所

【本社】 京都市左京区吉田下阿達町46-29 京都大学医薬系総合研究棟3階309S号室
【恵比寿ラボ】 東京都渋谷区恵比寿西１－２５－１０ 代官山ドエル３階

【設立】 2017年3月

【役員略歴】

・1988年 京都大学工学部 衛生工学科卒業
・1988年 株式会社リクルートに入社。旅行情報誌「じゃらん」の創刊等、新規開発要員として従事。
・2005年 株式会社日本プロバスケットボールリーグを設立。専務取締役として事業推進を行なった。
・2016年 京大データヘルス研究会設立
・2017年 株式会社ヘルステック研究所を設立、代表取締役に就任
・2019年 一般社団法人PHR普及推進協議会設立
・現在、京大データヘルス研究会事務局長、一般社団法人PHR普及推進協議会理事

代表取締役 阿部達也
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・1996年 群馬大学医学部第2（循環器）内科
・2005年 国立循環器病センター 心臓血管内科リサーチレジデント
・2006年 京都大学保健管理センター

（2011年より環境安全保健機構健康管理部門／附属健康科学センターに改名）
・2015年 京都大学環境安全保健機構 健康管理部門／附属健康科学センター 教授・部門長
・2018年1月 ヘルステック研究所 社外取締役に就任

・国立大学保健管理施設協議会 標準化委員会委員長
・京大データヘルス研究会 代表
・一般社団法人PHR普及推進協議会 代表理事

社外取締役 石見拓

株式会社ヘルステック研究所会社概要（2/3）

・1979年 株式会社リクルート入社
・1987年に新宿支社長、1992年に首都圏営業部長を歴任
・1994年 キャリア事業(現 リクルートキャリアコンサルティング）を立ち上げる
・1995年 インターウォーズ設立、代表取締役社長就任
・2019年12月 ヘルステック研究所 アドバイザーに就任

各企業の事業開発インキュベーションや自治体の新産業創出のアドバイザーを務め、
これまで手がけた事業開発は140事業を超え、6社上場。日本ニュービジネス協議会

連合副会長、事業創造大学院大学客員教授。

アドバイザー 吉井信隆
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技術顧問 高橋翼

・2012年 京都大学大学院理学研究科 修士課程修了
・フリーランスエンジニアとして複数のプロジェクトに携わる
・2015年 株式会社チャモを創業、AIチャットボットサービスの

初期開発を独力で行うほか、開発を含めた全体を統括
・2017年 合同会社beyondSを創業

AIチャットボットサービス
AI.BiS

株式会社ヘルステック研究所会社概要（3/3）

・1993年 名古屋大学 医学部 助教授
・1999年 京都大学 京都大学保健管理センター（現・健康科学センター） 所長・教授
・2011年 京都大学 環境安全保健機構健康管理部門／附属健康科学センター センター長・教
授
・2020年 京都大学 名誉教授
・2020年4月 ヘルステック研究所医学顧問に就任

専門領域は内科学（特に循環器病学）、疫学、予防医学

医学顧問 川村 孝



京都大学
環境安全保健機構
健康管理部門
健康科学センター

株式会社
ヘルステック
研究所

共同で受託した研究課題

国立研究開発法人 日本医療
研究開発機構（AMED）分担研究機
関

2017〜
2018年
度

終
了

京都大学産官学連携本部
第4回インキュベーションプログラム

2018〜
2019年
度

京都市 京都発革新的医療技術
研究開発助成金助成事業

2018年
度

終
了

●京大保健診療所：日本の大学保健発祥の地
●京大SPH（School of Public Health）：日本のSPH発祥の地

• 学生20,000人、教職員8,000人の健康診断を毎年実施
• 大学健診を基盤に大学生・教職員の健康管理のフィールドを有する
• 疫学研究のスペシャリストである
• 全国大学保健の強固なネットワークを有する
• 様々な立場の専門家でチームを構成

京都大学内に本部を置く
会員：504校（全国の44.8%）
（参考）全国統計総務省統計局

大学 779校、短大 346校
• 大学生 2,860,210 人
• 短大生 132,681 人

PHRに関する共同研究
契約（2017年〜）

京都大学と共同研究契約の上、日本のPHRを牽引

終
了



官

産

学

事業化によってPHRの永続性を担保し、
サービス内容を強化することでPHRを
活用するインセンティブを提供

健康サービス、関連事業の推進によ
る社会全体の活性化

学術的知見の共有や研究によるPHR
事業・健康関連事業の強化

PHR利用者との
タッチポイント

Kステーション

利用者
規格、運用ルールの統一に
よりPHRそのものを推進

ヘルスプロモータが
常駐サービスを提供
データ収集の同意取得

ライフロングPHR京都モデル

健診データ・歩数データ等の
健康関連情報を、確かなメ
リットを感じながら、自分の

意思で集約・活用する

PHR普及推進協議会

PHRの共通ルールづくり

省庁（厚労省・総務省
・経産省等）に
PHR運用ルールを提言

産官学の連携とリアルなタッチポイントにより、強力に事業を推進

利用者を中心にした産官学連携による『ライフロングPHR京都モデル』



個人、各組織がバラバラに保有している健康・医療情報を
個人が保有し、自分の意思で活用できる社会の実現

病院 学校 企業健保 行政

現状 目指す姿

病院 学校 企業健保 行政

健康情報プラットフォーム

ゆりかごから墓場まで。健康で幸せな社会。
「データを活用したセルフケア」の実現

？？

●個人へのフィードバックはほとんどは紙ベース
●元データは各組織が保有

●個人で測定したデータは不正確
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目指す社会の姿

Kステ



問題点 解決策

今までの個人向け健康増進サービスの問題点 その１

• 健康増進に意欲はあっても継続が
難しい

• 健康無関心層が多い

原因
• アプリだけでは行動変容を促す力

が弱く、１人では継続できない
• やる気はあっても、すぐには困る

ことではないので辞めてしまう
• 効果を実感しにくい
• ポイントインセンティブが使われ

ているが、ポイントが止まると共
に利用も止まる

• 健診結果を理解しきれず、自分は
健康だと思っている

• 自分ごととして捉えられていいな
い

• リアルなタッチポイントで、対面
での行動変容を推進
➢ Kステーション
➢ ヘルスプロモータ

一緒に頑張りま
しょう！



問題点 解決策

今までの個人向け健康増進サービスの問題点 その2

• データが不正確なため適切なアド
バイスができない

• サービスや時期をまたいだデータ
の蓄積ができない

• 健診、検査結果の紛失

原因
• ユーザの手入力にデータ入力を依存
• ユーザが計測機器の正しい使い方を

知らない
• どのデータがどのくらい正確なのか

がわからない

• 結果用紙が紙で返却される
• 電子的な健診結果の返却は高コスト
• 保存期間を過ぎた記録が破棄される
• データを蓄積する場所がない
• PHRデータのルール（項目、流通方

法）が標準化されていない、乱立し
ている

• 経時的なデータの蓄積と可視化
➢ 健康日記アプリ

• データチェックや計測方法の教示
をする健康の専門家
➢ ヘルスプロモータ

• 健診結果の電子化
➢ マイナポータルからの健診

情報返却
➢ 健診結果標準QRコード

• データ項目、流通ルールの標準化
➢ PHR普及推進協議会

• 生涯に渡る健康情報を保存し様々
なサービスと接続するDB
➢ クオリティヘルスデータ

ベースサービス



問題点 解決策

今までの個人向け健康増進サービスの問題点 その3

• 医療と健康増進サービスとの棲み
分け

• 疾患を有する方を対象とした場合
のリスク管理

原因
• 医療と健康増進サービスの棲み分け

を判別する機関や、ガイドラインが
存しない

• 疾病構造の変化により、慢性疾患を
を抱えながら生活する人が増えてい
る

• リスク管理のよりどころとなるもの
がない

• 専門家によるガイドラインの整備

• タッチポインとでのタイムリーな
受診勧奨
➢ ヘルスプロモータ



ハイブリッド型ICT健康増進プログラム「 Kステーション健康増進モデル」とは？

健康タッチポイント『Kステーション』

利用者
記録アプリ
『健康日記』

クオリティの高い
健康記（PHR）を
電子的にアプリ内に
保管

健康アドバイザー
『ヘルスプロモーター』

地域住民に寄り添
いながら、主体的
な健康の維持・増
進を積極的に支援
する

ヘルスプロモーターが常駐して健康増進を支援
測定機器を設置してタッチポイントでの正確な
健康データ測定

タッチポイントでの正確な健康データ測定、ITC利活用、人的な寄り添い支援により複合的に地域住民
の健康行動定着を図る
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Kステーション健康増進モデルの特長

• Kステーション健康増進モデルの基本理念
正確な健康データ測定とその利活用支援により地域住民の健康行動定着を図る

• Kステーション健康増進モデルの機能
• ヘルスプロモーターが常駐し寄り添いながら健康増進を図る
• パーソナルヘルスレコード（PHR）を記録できる測定機器類を設置しクオリ
ティの高い健康記録を電子的に保管する（健康日記）

• 地域住民による主体的な健康の維持・増進を積極的に支援する機能を有する



Kステーション事業のこれまでの進捗

２０１９年５月

保健診療所２Fにオープンした
施設で、PHRアプリや健康サー
ビスの実運用を開始。ノウハウ
蓄積

第１回ヘルスプロモーター養
成講座を５月１５日に実施。
（参加者9名）

２０１９年７月

そうごう薬局京都松尾
店にて、Kステーショ
ンを試験オープン

２０１９年１２月

第２回養成講座
に向けて、資料
の改善・講座の
試作版完成とす
る。

２０２０年１月：第２回ヘルスプロモータ養成講座

・以後、年3回開催
・2020年12月までに20名以上養成

ヘルスプロモーター養成講座の確立

・運営経験、受講生からのフィー
ドバックにより洗練
・アプリの更新、PHR標準項目の
更新に対応

２０２０年２月： Kステーション２店舗目

・そうごう薬局西大路九条店へ
・その後、２０２０年１２月まで
に４店舗の展開を目指す

プログラム

イントロダクション
健康観

PHRサービスの概要
PHRを活用した生活アドバイス、
健康診断結果のフィードバック

測定機器の活用
関連法規の理解

まとめ



14

そうごう薬局にて2019年7月よりKステーション実証実験を開始
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ヘルスプロモーターの活動内容

③PHRへの各機器の接続支援②健康診断結果の
解釈支援、受診勧奨

①日々の生活情報（PHR）
に基づいた生活アドバイス

④健康関連情報の測定と
PHRへの記入

⑤PHRの普及
⑥臨床研究案内・紹介

• ヘルスプロモーターとは
• 市民を対象として、パーソナルヘルスレコード（PHR）により、データ・記録
を活用した健康の維持・増進・病気の予防を促す人

• 医師、歯科医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、保健師、柔道整復師等の資格
をもち、ヘルスプロモーター養成講座を受講した人
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ヘルスプロモーター養成講座

グループワークと開発したアプリ体験を主とした
4.5時間のプログラム

第2回：1月8日 12時30分〜

写真差し替
え



「健康日記」アプリは健康データを一元管理するオールインワンアプリ

アプリ名 健康日記 ルナルナ
dヘルス
ケア

FinC

提供元
ヘルステック

研究所
MTI Ltd.

NTT 
Docomo

FinC

データ利活用同意の取得 ○ × × ×

保存対象
データ

健診・
検査結果

○ × × ×

日々の測定
データ

○ ○ ○ ○

運動情報
（歩数等）

○ × ○ ○

活動記録
・日記

○ ○ × ○

お薬情報 ○ × × ×
AIフィードバック ○ × × ○

健康診断
検査結果

日々の記録
（服薬、食事etc）

お薬手帳

母子手帳

IoT機器
（スマホ・ウェアラブル）

血圧・体重・歩数

AIフィード
バック



『健康日記』とは、毎日の健康状態を記録する無料アプリです
ヘルステック研究所と京都大学の共同研究の成果物※として
『健康日記』アプリを無料配布しています。

自分で毎日の体重や血圧、カロリーなどを記録でき、スマホのヘルスケア機
能と連携すれば歩数などを自動的に取り込むこともできます。

通院や運動記録など自身の健康に関する日記機能や
診察券画像の保存機能など随時機能が追加されています。

2020年3月にリリースし現在5万名以上のダウンロード実績があります。

＊京都大学環境安全保健機構 健康管理部門／健康科学センター 石見拓教授・
ヘルステック研究所の共同研究 および 京都大学産学連携本部第4回インキュベーションプログラム採択事業

ヘルステック研究所と京都大学の共同研究の成果物『健康日記』アプリ



メディア掲載事例



「健康日記」の新規ダウンロード数
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そうごう薬局京都松尾店での実証実験 ユーザビリティテスト実施

• 募集期間

• 7月30日～10月31日

• 目標数

• 50人

• 実験協力期間

• 8週間

• 実験協力内容

• アンケート調査（初回・1カ月後・2カ月後）

• 身体計測

• 来局時、ヘルスプロモーターによる健康相談
体験

第4回京大インキュベーションプログラム
生涯型パーソナルヘルスレコードサービス（サービス名「健康データバンク）の開発 研究成果



＜理由＞
〇健康に関心をもつ機会が得られると思うから 〇専門知識を持った人に相談できる機会は貴重
〇健康増進のために正しい知識を得られると思うので 〇自分でなかなかできない

１：良い ⇔ ５：悪い

Kステーションの取り組みは４５％の利用者がよいと回答

第4回京大インキュベーションプログラム
生涯型パーソナルヘルスレコードサービス（サービス名「健康データバンク）の開発 研究成果



Kステーションを通じて、64％が生活習慣を改善してみようと思った

第4回京大インキュベーションプログラム
生涯型パーソナルヘルスレコードサービス（サービス名「健康データバンク）の開発 研究成果
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弊社提供サービス内容

• Kステーション １ヶ所あたり
• 初期費用 ４０万円

• ヘルスプロモーター養成講座２名分受講料 ※４万円×２

• 測定機器（血圧計１台 ※３０万円相当、体重体組成計１台 ※２万円相当）

• タブレット端末１台

• Kステーション運営マニュアル

• Kステーション認定証

• 月額利用料 ２万円
• システム利用料

• Kステーション認定維持手数料

※消耗品代は別途、価格はすべて税別
Kステーション運営マニュアル

プロモーター用
システム

PHRアプリ
「健康日記」

Kステー
ション用
システム

２名分


